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屋内体育施設における �・ �月期の環境温度の実態
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は じ め に

熱中症とは熱に中る（あたる）ことを意味してお
り，暑熱環境下において生じる障害の総称として用
いられている．熱中症にはいくつかの病型があり，

重症である熱射病になると，適切な処置が遅れた場
合には高体温から多臓器不全を併発し死亡する例も
ある．近年，学校管理下においての死亡事故は，昭
和�	年から平成�
年までの��年間に�
�件（年間平
均 �件）発生している��．そのほとんどが体育・ス
ポーツ活動によるものである．それ以外でも発生し
ている．特に暑熱環境下の屋外や体育館における運
動，部活動の際に多く発生している．
運動時における熱中症を予防するため，日本体育協

会はガイドラインとして「熱中症予防のための運動指
針」��を作成している（資料 �）．これは����（湿
球黒球温度：��� ���� ����� �����������）を指
標とし，「ほぼ安全」（��

Æ

�未満），「注意」（�����
Æ

�），
「警戒」（����


Æ

�），「厳重警戒」（�
�
�
Æ

�），「運動
は原則中止」（
�

Æ

�以上）の �段階に分け，具体的
な注意事項を示したものである．このように予防指
針は示されているものの，現時点では体育施設にお
ける����を用いた暑熱環境下での基礎的データ

はほとんど存在しない．
そこで本研究では，夏期における体育館の環境温
度の実態を把握するとともに，����と気温の関
連性から熱中症予防に活かせる資料を得ることを目
的とした．

方 法

（�）項目および方法

平成��・�	年の �・
月に熱中症指標計（�����

�	
：京都電子工業社製）を用い，川崎医療福祉大
学体育館内の環境温度を
�日測定した．測定項目は

����（ Æ

�），気温（ Æ

�），湿度（�）である．また
冷房の有無も調査した．測定場所は，第 �アリーナ
（体育館 �）および第 �アリーナ（体育館 ��）の二箇所

である．体育館 �は当体育館の �階にあり，床面積
は� !	���（縦幅!	�	�，横幅
����）である．体育
館 ��は当体育館の �階にあり，床面積は�	���（縦
幅�����，横幅
��
�）である．体育館 �・��ともに

直射日光の影響を受けない入口から左 � �内側にて
環境温度を測定した．また事前調査を実施し，窓・
戸を締めきった日とそうでない日で差がなかったた
め，気流（ドア・窓の開閉）等は考慮せず測定を実
施した．測定時刻は�!時とした．
（�）統計処理

各測定値は平均値�標準偏差で示した．����

と気温の相関は "���#�$の積率相関係数から求
め，その有意水準は � �未満とした．統計解析に

は %"%%�!�	&を用いた．

資料 � 熱中症予防のための運動指針
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結 果

（�）体育館 �・��の環境温度

体育館 �・��の����，気温，湿度の平均値を表 �

に示した．測定期間中の����は�������

Æ

�（体

育館 �：���
����
Æ

�，体育館 ��：�'�����!
Æ

�）であ
り，気温は�������'

Æ

�（体育館 �：
	������
Æ

�，体
育館 ��：���
����

Æ

�），湿度は'��!����
�（体育館
�：'��'����
�，体育館 ��：'���±�	�!�）であった．
これらの結果は冷房の有無に関係なく表記した．ま
た測定期間中の最高����は
��


Æ

�，最高気温は

'�	

Æ

�であり，体育館 �で測定された．

（�）冷房の有無と����

�月期の体育館 ��において，冷房をいれた日は
�日間，いれなかった日は�
日間であった．そこで
体育館 ��（ �月）の冷房の有無による����を図

�に示した．冷房有り�!�����

Æ

�，無し���
���!
Æ

�

であった．
（�）����と気温の関係

両体育館合わせた����と気温の関係を図 �に
示した．����と気温の間には	����と非常に高い
相関係数が得られた．

考 察

熱中症は屋外だけでなく屋内でも，気温�!
Æ

�以上，

表 � �月・ �月の体育館 �および体育館 ��の環境温度

図 � 　体育館 ��（ �月期）の冷房の有無による���� 図 � 　����と気温の関係
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�����

Æ

�以上で発症し，さらに運動時の����

が�

Æ

�以上になると，熱中症発生数が特に増加す
るという報告がある����．一日のうちで気温が最も
高値を示す時間帯は�!時前後である．そこで本研

究では，この�!時に測定を行うこととした．また事
前調査を実施し，窓・戸を締めきった日とそうでな
い日で差がなかったため，気流（ドア・窓の開閉）
等は考慮せず測定を行った．その結果，測定を行っ
た
�日間の平均����は�������


Æ

�，平均気温は
�������'

Æ

�であり，体育館 �で�����

Æ

�以上の
日は�!日（!
�
�），体育館 ��では �日（�
���）で
あった．これらのことより， �日の中で最高気温を
記録するこの時間帯において，当体育館は熱中症を

起こす可能性が高い体育施設であることがわかった．
ところで夏期の屋外においては�	時から�'時の時
間帯で ��，また屋内体育施設では�	時から��時の時
間帯で ������・気温は大きく変化しないという報
告がある．そのため，�!時前後のみで熱中症の予防
策を考えるのではなく，午前の早い時間から熱中症
対策を講じることも重要である．体育実技や部活動
中の熱中症を予防するためには，積極的に水分補給
をさせ ��，また運動に不慣れな者や体調不良の者に

は，運動時間の短縮もしくは中止を検討する必要が
ある	�．
冷房をいれた場合は，いれなかった場合と比較し

て����が約 

Æ

�低かった．運動指針��に照らし
合わせると，危険度を �段階下げることができた．

また冷房をいれた場合，�����

Æ

�以上の日は一
日もなかった．冷房をいれることで熱中症の危険性
を軽減させることができる．このことより体育施設
に冷房をいれ，環境温度を管理する必要性があると

考えた．
従来，����値を得るためには乾球温度計，湿

球温度計および黒球温度計が必要であった．その
ため持ち運びにも設置にも手間がかかり，様々な
場所で����を測定することは困難であった 
�．
今回使用した����計は，近年日本で開発された
コンパクトな装置であり，スポーツ現場などで容
易に測定することが可能である���．しかしながら
経済面を考慮すると，すべての体育施設に設置す

ることは難しい．そこで����に代わる指標とし
て，����と相関の高かった気温を用い試案を作成
した．������

Æ

�を気温に換算すると���

Æ

�とな
り，������

Æ

�は����
Æ

�，�����

Æ

�は
��!
Æ

�，
����
�

Æ

�は
���
Æ

�となった．この特長は，温度
計という身近なもので代用できる点にある．当体育
館における熱中症予防の大まかな指標として，「ほぼ
安全」（�
�	

Æ

�未満），「注意」（�
�	�����
Æ

�），「警戒」
（�����
���

Æ

�），「厳重警戒」（
����
��	
Æ

�），「運動

は原則中止」（
�
Æ

�以上）とすることができる．

本研究に際し，測定者としてご協力いただいた吉川大喜，

村本丈典，森川正規，山内敬太，北川知樹，大島洋樹各氏

に厚く御礼申し上げます．
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